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LPDA 型光電界センサの開発  
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１．はじめに  
 携帯電話、無線 LAN など周波数 1GHz 以上の電
波（マイクロ波）を利用した無線通信システムの普
及、パソコンなどデジタル機器から発生する電磁ノ
イズ周波数が 1GHzを超えるなどの電磁環境の悪化
により、マイクロ波による通信トラブルや電子機器
の誤作動などが発生するようになったため、マイク
ロ波の測定技術が重要となっている。神奈川県産業
技術センターでは、マイクロ波帯で高感度・広帯域
な性能をもつ LPDA 型光電界センサを（株）ノイズ
研究所、青山学院大学と共同開発している。このセ
ンサは電磁界を乱す金属製同軸ケーブルを光ファイ
バーに置き換えた構造であるため、従来の受信アン
テナに比べ、高精度な電磁界測定が期待できる。  
 
２．実験方法  
開発した LPDA 型光電界センサを図 2 に示す。ア
ンテナ素子の給電点に光導波路形成し、光ファイバ
ーに接続する構造である。この光電界センサを空間
輻射測定装置に搭載し、ホーンアンテナ開口面前方
10cmの位置に FRP角材を置いたとき
の空間電界分布の変化を測定した。  
 
３．結果・考察  
周波数 5.8GHz における空間電界分
布測定の結果を図 3 に示す。1GHz 以
下では電波への影響が少ないとされる
FRP によりマイクロ波帯の電磁界が
y-z 平面で大きく乱れる様子が観測で
きた。  
 
４．まとめ  

LPDA 型光電界センサを用いて空間
電界分布測定を行った結果、FRP の影
響によるマイクロ波の乱れを測定する
ことができた。  
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図 1 マイクロ波帯の電磁環境測定  

図 2 LPDA 型光電界センサ
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図 3 電界強度分布測定結果（2.45GHz）  


